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環境方針声明 

 

米海軍横須賀基地は EMS（環境マネジメントシステム）の継続的な改善による、環境保護、公害防

止や、JEGS（日本環境管理基準）、合衆国連邦法、大統領令、海軍規則などの環境法令順守に全力

で取り組みます。私たちは EMS を通じて様々な環境規則を基地内の全てのレベルの管理に適用しま

す。EMS の実行には、環境に関わる管理、監査、違反事項の特定、法令順守のための問題解決とい

った手順が含まれます。これらの責務を念頭に置き、EMS の方針を以下のように定めます。 

 

コンプライアンス：米海軍横須賀基地の全部署、テナント部隊、契約業者は、環境即応プログ

ラムマニュアル（OPNAV M-5090.1）を順守しなければなりません。適用される環境規則を把握

し日常的に順守状況を確認することで、監査への準備が整ったより安全でより環境を意識した

職場を実現することができます。 

 
重要環境側面と目標：米海軍横須賀基地は 4つの重要環境側面を特定し、環境・自然資源への影響

を軽減するための目標を設定します： 

 

流出事故 

 在日米海軍INST5090.2Bに沿ったPOL（石油・オイル・潤滑油）とAFFF（泡消火剤）の流出事

故対応手順、防除活動の調整、通知方法の訓練実施。 

 流出事故の発見、通知、責務遂行の改善。 

 

有害廃棄物 

 JEGS の施設基準に準拠するため有害廃棄物保管区域を改善。 

 

一般廃棄物 

 基地内外の住人へ家庭ごみの適切な廃棄方法の周知。 

 

雨水排水 

 工業施設、AFFF 消火システム設置施設、危険物保管施設の不適切な排水の確認。   

 

EMS は環境課だけではなく全ての部隊・部署の積極的な参加が必要です。全てのテナント部隊の司

令官、ディレクター、オフィサー・イン・チャージ、および横須賀基地の各デパートメントヘッド

は、環境担当者を書面で任命することとなっています。環境担当者は、環境ワーキンググループ

（EWG）または必要に応じてクロス・ファンクショナル・チーム（CFT）メンバーとなります。任命

状は基地環境課 EMS担当 Yoshiaki.Kanazawa.ja@fe.navy.mil 又は基地環境課ディレクター

Barbara.Torres@fe.navy.mil へ提出してください。 
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